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一九九二年九月〇日 

なんだか良くわからないのだ 
が、 わたしに良く似た巨大な 
魚がキラキラ光る水の中を泳 
いでいるのだった。 




そうして、そこいらで楽しそう 
に遊んでいる小魚を片っ端から 
喰ってしまうのだ。 

水は特別辛い感じもしないよう 
だから、そこは海の中ではなく 
河の中であろうと思われた。 
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突然巨大な魚はショ ー ベンが したく 
なった。河の中なんだからそこです 
れば良いのであるが、何ん となくィ 
ヤ—ナ感じがする。そこで わたしは 
眼を覚し、夢からも覚めて、 あわて 
て トィレに 走って行ったのだった 一。 
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そんな訳で、巨大な魚の 姿を一目 見ただけで、小魚たち i 喰フ 
てはたまらんとばかりに発狂した よぅに 逃げ まどぅた ので、 わた 
しに良く似た巨大な魚は、だんだん 面白くなくなり…水の中で A 
ったり泳ぎながら心の奥が孤独になって 行くのを感じて いた。 





じやぼじやぼじやぼとそれは果て 
しなく続くよぅに思われ、シヨー 
ベンをしながらわたしは気の遠く 
なるよ一なめまいを感じたのであ 
るが、長いながいシヨーベンにも 
やつとこさ終りが来た。 




たて続けに大きなコッブ三杯の 
水を飲んで、タバコー本喫ぅと、 
やつと目が覚めた気分になる。 
そこで家内が出してくれたカレ 
1ライスを一皿食べると、再び 
コッブニ杯の水を飲んだ。 














それから冷蔵庫のウーロン 
茶をコッブでニハイのみほ 
すと、さすがにお腹がダボ 
ダボになつた。 


気が付くと、駅前のラーメン屋「丸長 





外を歩いていると、突然先程見て 
いたユメの事を思い出して「ォレ 
のご先祖さまは魚だったのかも知 
れない」と思ったりして変にナッ 
トクしちやつ たりした。 
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のんでも飲んでも ノ ドの渴 きは、 
一向に治まる気配はないよう なの 
だ そうして、そのカワキが少し 
でもうすらぐと、すでに何かを食 
つている。そんな状態が ここ 二週 
間は続いているのである。 




不思議な コトに、特に腹が減つ 
てる 訳で もないのに、チヤーハ 
ンをおかずにラ I メ ンをぺろり 
と食べて、セルフサ—ビスの冷 
水を小コップ四杯ゴクゴクゴク 
コクとばかしに 飲んで しまつた。 
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考えると気分が悪くな って来たの 
てそのことを忘れるためにパチ 
ンコでもして見よぅと 思った。 
パチンコに熱中してても無意識の 
ぅちに玉で交換で きるコーラとか 
アィス コーヒ ーをガブガブのんで 
いるのだ。 
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家に帰り、机の前に座り、さて仕 
事を始めょぅと思ったが、頭が既 
に寝ている感じで手につかない。 
ちょっと 食べ過ぎた感じで もある0 
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